
第
三
十
回

書
学
書
道
史
学
会
大
会
を
終
え
て

富
田

淳

令
和
元
年
の
十
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
第
三
十
回
を
迎
え
た
書
学
書

道
史
学
会
の
大
会
が
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
開
会
式
・
総
会
に
続
い
て
、
本
学
会

元
監
事
の
浦
野
俊
則
先
生
、
本
学
会
元
理
事

長
の
古
谷
稔
先
生
の
お
二
人
に
ご
登
壇
い
た
だ

き
、
長
年
に
わ
た
る
学
会
への
貢
献
に
対
し
て
特

別
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
学
会
の
基

盤
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
お
二
人

に
、
改
め
ま
し
て
謹
ん
で
深
甚
の
謝
意
を
申
し

上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

十
四
時
半
か
ら
は
、
中
村
伸
夫
理
事
長
の
ご

発
案
に
な
る
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
書
学
書
道

史
研
究
の
課
題
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
本
学
会

の
三
十
年
の
歩
み
を
回
顧
す
る
中
村
理
事
長
の

総
説
で
は
、
ま
ず
初
め
に
一
九
九
〇
年
一
月
に

行
わ
れ
た
国
立
教
育
会
館
で
の
発
会
式
、
そ
し

て
同
年
四
月
、
西
林
昭
一
理
事
長
に
よ
り
、
書

学
書
道
史
と
こ
れ
に
関
連
す
る
文
化
に
関
す

令和２年(2020)１月27日

編集・発行
書学書道史学会
会 報 委 員 会

〒100ｰ0003
東京都千代田区一ツ橋1-1-1

パレスサイドビル９Ｆ

㈱毎日学術フォーラム内
TEL：(03)6267-4550
FAX：(03)6267-4555

メールアドレス：
maf-syogaku@mynavi.jp

第３ ８号

る
研
究
の
発
展
向
上
、
国
際
交
流
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
正
式
に
本
学
会
が
発
足

し
た
思
い
出
か
ら
説
き
は
じ
め
、
大
会
の
開
催
、
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
、
研
究
発
表
会
、
運
営
組

織
、
出
版
事
業
、
研
究
助
成
な
ど
様
々
な
内
容
に
言
及
さ
れ
、
続
い
て
研
究
の
方
法
・
課
題
等
に

関
す
る
問
題
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
河
内
利
治
氏
か
ら
は｢

『
中
国
書
法
史
論
研
究
』に
お
け
る
課
題
―
大
学
教
育

研
究
者
と
し
て
の
視
点
と
提
言
―｣

が
、
富
田
か
ら
は｢

『
中
国
書
法
史
研
究
』
に
お
け
る
課
題
―

博
物
館
の
研
究
員
と
し
て
の
立
場
か
ら
―｣

が
、
信
廣
友
江
氏
か
ら
は｢

『
書
道
教
育
史
研
究
』
に

お
け
る
課
題
―
視
点
の
検
討
と
今
後
―｣

が
、
笠
嶋
忠
幸
氏
か
ら
は｢

『
日
本
書
道
史
研
究
』
に
お

け
る
課
題
―
視
点
の
枠
組
と
方
法
論
―｣

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
重
た
い
演
題
で
あ
る
た
め
に
、
設

定
さ
れ
た
持
ち
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

十
六
時
十
分
か
ら
は
、
中
国
書
法
家
協
会
の
主
席
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
蘇
士
澍
氏
よ
り
、「
近
百

年
の
中
日
書
法
交
流
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
記
念
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
蘇
氏
は
、
三
十
年
に

及
ぶ
本
学
会
を
、
遥
か
北
京
の
地
か
ら
暖
か
く
見
守
っ
て
こ
ら
れ
た
方
の
お
一
人
で
す
。
ご
講
演
の

中
で
映
し
出
さ
れ
た
本
学
会
諸
氏
の
若
か
り
し
姿
の
数
々
に
、
郷
愁
を
か
き
た
て
ら
れ
た
方
々
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
通
訳
に
あ
た
ら
れ
た
張
莉
様
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。二

日
目
の
午
前
は
、
①
安
藤
喜
紀
、
②
池
田
絵
理
香
、
③
前
川
知
里
、
④
井
田
明
宏
、
⑤
志
民

和
儀
の
各
氏
か
ら
、
午
後
は
⑥
下
田
章
平
、
⑦
永
由
徳
夫
の
各
氏
か
ら
研
究
発
表
が
あ
り
、
ご
発

表
の
後
も
活
発
な
質
疑
応
答
が
続
き
ま
し
た
。

大
会
の
掉
尾
を
飾
っ
た
の
が
泉
屋
博
古
館
の
山
本
尭
氏
に
よ
る
招
待
発
表｢

殷
周
金
文
の
復
元

鋳
造｣

で
し
た
。
殷
周
時
代
の
青
銅
器
に
鋳
込
ま
れ
た
金
文
に
つ
い
て
、
山
本
氏
が
福
岡
県
芦
屋
町

の
芦
屋
釜
の
里
の
樋
口
陽
介
氏
と
協
力
し
、
鋳
造
実
験
で
製
作
技
法
を
解
き
明
か
そ
う
と
す
る

意
欲
的
な
試
み
で
す
。
金
文
の
鋳
造
技
法
に
関
し
て
は
研
究
者
に
よ
っ
て
様
々
な
説
が
提
唱
さ

れ
、
定
説
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
研
究
グ
ル
ー
プ
が
た
ど
り
着
い
た
手
法
は
、
土
を

溶
い
た
泥
水
を
極
細
の
筆
に
含
ま
せ
鋳
型
に
文
字
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
発
表
後

に
は
、
金
文
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
松
丸
道
雄
氏
や
浦
野
俊
則
氏
か
ら
質
疑
応
答
が
あ
り
、

予
定
し
て
い
た
閉
幕
の
時
刻
を
繰
り
下
げ
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

而
立
を
迎
え
た
書
学
書
道
史
学
会
で
は
、
来
し
方
を
顧
み
行
く
末
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
惑

う
こ
と
な
く
着
実
な
一
歩
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
副
理
事
長
・会
場
責
任
者
）
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第

回
大
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

30
書
学
書
道
史
研
究
の
課
題

司
会

中
村
伸
夫
（
理
事
長
・筑
波
大
学
）

第

回
大
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
書
学
書
道
史
研
究
の
課

30

題
」
は
、
河
内
利
治
（
大
東
文
化
大
学
教
授
・
副
学
長
）
、
富
田

淳
（
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
企
画
部
長
）
、
信
廣
友
江
（
安
田

女
子
大
学
教
授
）
、
笠
嶋
忠
幸
（
出
光
美
術
館
学
芸
課
長
）
の

四
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
、
中
村
伸
夫
（
筑
波
大
学
教
授
）
の
司

会
進
行
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
に
も
と
づ
き
、
河
内
氏
は
中
国
書
法
史

論
・
大
学
教
員
、
富
田
氏
は
中
国
書
法
史
・
博
物
館
研
究
員
、

信
廣
氏
は
書
道
教
育
史
・
大
学
教
員
、
笠
嶋
氏
は
日
本
書
道

史
・
美
術
館
学
芸
員
と
い
う
各
氏
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
見
地
か

ら
の
発
言
と
な
り
、
書
学
書
道
史
研
究
に
か
か
わ
る
様
々
な
視

点
の
提
供
と
問
題
の
提
起
が
行
わ
れ
た
。
内
容
の
詳
細
に
つ
い

て
は『
書
学
書
道
史
研
究
』
第

号
に
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

30

て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
氏
が
準
備
し
た
発
言
骨
子
の
項
目
を
順

に
掲
げ
、
概
要
を
記
す
に
と
ど
め
た
い
。

司
会
者
の
中
村
は
、
一
九
九
〇
年
四
月
に
発
足
し
た
書
学

書
道
史
学
会
の
三
十
年
の
歩
み
に
つ
い
て
、「
大
会
の
開
催
」
、

「
会
員
の
た
め
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
」、「
研
究
発
表
会
の
開

催
」
、「
運
営
組
織
」
、「
出
版
事
業
」
、「
研
究
助
成
」
の
項
目
ご

と
に
総
括
を
行
っ
た
。
次
い
で
、
一
九
九
〇
年
の
発
会
式
記
念

講
演
以
降
、
二
〇
一
八
年
の
第

回
大
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

29

「
研
究
推
進
の
た
め
の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
」
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
一

連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
つ
い
て
振
り
返
り
、「
研
究
の
方
法
・
課

題
等
に
関
す
る
問
題
提
起
」
を
再
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
と

す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
。

河
内
利
治
氏
か
ら
は
、「
中
国
書
法
史
論
の
研
究
領
域
と

は
」
、「
中
国
書
法
史
論
研
究
者
と
し
て
の
視
点
」
、「
中
国
書
法

史
論
研
究
者
と
し
て
の
ゴ
ー
ル
は
ど
こ
に
？
」
、「
大
学
教
育
研

究
現
場
の
課
題
」
と
い
う
観
点
か
ら
、「
中
国
書
法
史
論
」
研
究

に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。
大
学
と
い
う
現
場
が

直
面
し
て
い
る
課
題
や
、
真
の
研
究
者
を
育
成
す
る
た
め
の
観

点
が
示
さ
れ
、
一
般
社
会
に
対
す
る
研
究
成
果
の
還
元
の
必

要
性
に
つ
い
て
も
力
説
さ
れ
た
。

富
田
淳
氏
か
ら
は
、「
日
本
の
博
物
館
で
中
国
の
書
を
学
ぶ

と
い
う
こ
と
」
、「
集
め
る
・
護
る
・
伝
え
る
」
た
め
の「
研
究
対
象

の
確
保
・
研
究
方
法
の
確
立
・
対
象
の
想
定
」
と
い
う
観
点
か

ら
、「
中
国
書
法
史
」
研
究
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
発
言
が
あ

っ
た
。
書
の
遺
品
を
蒐
集
し
、
保
管
し
、
価
値
を
正
し
く
伝
え
る

任
務
を
担
う
博
物
館
研
究
員
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
社
会
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
想
定
し
た
研
究
活
動
の
必
要

性
に
つ
い
て
力
説
さ
れ
た
。

信
廣
友
江
氏
か
ら
は
、「
研
究
の
立
ち
位
置
」
、「
教
育
の
領

域
」
、「
歴
史
研
究
の
分
野
」
、「
研
究
の
視
点
―
確
認
と
検

討
」
、「
課
題
」
、「
大
学
教
員
と
し
て
の
立
場
か
ら
」
と
い
う
観

点
か
ら
、「
書
道
教
育
史
」
研
究
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
発
言

が
あ
っ
た
。
一
般
社
会
の
中
で
果
た
す
べ
き
大
学
に
お
け
る
書

道
教
育
の
役
割
と
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の
な
か
で
の
比
較
研
究
の

必
要
性
に
つ
い
て
力
説
さ
れ
た
。

笠
嶋
忠
幸
氏
か
ら
は
、「
重
な
り
合
う
３
つ
の
領
域
」
、「
研
究

者
と
し
て
の
観
点
・
特
徴
」
、「
方
法
論
と
し
て
の
課
題
」
、「
（
事

例
と
し
て
）〈
資
料
の
情
報
〉
は
信
頼
に
足
る
か
？
」
と
い
う
観
点

か
ら
、「
日
本
書
道
史
」
研
究
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
発
言
が

あ
っ
た
。「
方
法
論
と
し
て
の
課
題
」
に
関
連
し
て
、
い
わ
ゆ
る

「
名
筆
」
、「
名
跡
」
の
価
値
を
ひ
と
ま
ず
棚
卸
し
し
、
現
時
点
で

の
客
観
的
な
学
術
的
成
果
を
ふ
ま
え
た
新
た
な「
日
本
書
道
史

観
」構
築
の
必
要
性
に
つ
い
て
力
説
さ
れ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
は
じ
め
の
中
村
の
発
言
か
ら
し

て
予
定
の
持
ち
時
間
オ
ー
バ
ー
と
な
り
、
全
体
と
し
て
の
時
間

配
分
の
面
で
問
題
が
残
っ
た
。
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
重
要

な
視
点
の
提
供
や
問
題
の
提
起
が
あ
っ
た
も
の
の
、
フ
ロ
ン
ト
と

の
意
見
交
換
を
ふ
く
め
た
自
由
討
議
の
時
間
が
少
な
く
、
全
体

と
し
て
の
活
発
な
討
論
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
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第

回
大
会
記
念
講
演
報
告

30
蘇
士
澍
氏「
近
百
年
の
中
日
書
法
交
流
に
つ
い
て
」
講
演
要
旨

第
三
十
回
書
学
書
道
史
学
会
大

会
を
記
念
し
て
、
中
国
書
法
界
の

重
鎮
で
あ
る
蘇
士
澍
氏
に
御
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
蘇
士
澍
氏
（
中

国
書
法
家
協
会
主
席
）
は
日
本
の

書
家
や
書
学
者
と
の
交
流
も
多

く
、
今
回
の
講
演
会
で
は
旧
交
を
暖

め
る
姿
が
随
所
に
み
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、
こ
こ
百
年
間
に
お

け
る
日
本
と
中
国
の
書
法
交
流
に

つ
い
て
、
数
多
く
の
写
真
や
資
料
を

用
い
て
興
味
深
い
御
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
概
要
は
以
下
の
通
り
で

す
。

◆
日
中
書
道
交
流
の
先
駆
者
た
ち

一
八
八
〇
年
（
明
治
三
十
）
駐
日
公
使
で
あ
る
何
如
璋
の
随
員
と
し
て
来
日
し
た
楊
守
敬

は
一
万
三
千
冊
余
り
の
拓
本
を
持
参
し
、
日
下
部
鳴
鶴
、
巌
谷
一
六
、
松
田
雪
柯
等
と
交

流
し
、
金
石
書
法
や
北
魏
書
法
を
日
本
に
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
後
は
中
林
梧
竹
や
日
下
部

鳴
鶴
は
中
国
を
訪
ね
、
潘
存
、
呉
昌
碩
、
楊
峴
等
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
は
杭

州
の
西
泠
印
社
の
存
在
で
す
。
西
泠
印
社
は
金
石
、
書
画
、
篆
刻
、
印
学
を
研
究
す
る
芸
術

団
体
で
、
早
期
に
お
い
て
は
河
井
荃
盧
を
社
員
と
し
て
迎
え
、
近
年
に
お
い
て
も
小
林
斗
盦
、

梅
舒
適
、
今
井
凌
雪
を
は
じ
め
と
す
る
書
家
、
篆
刻
家
を
理
事
と
し
て
迎
え
入
れ
、
日
中
の

書
道
、
書
学
交
流
促
進
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

◆
二
十
世
紀
の
多
元
的
な
交
流
の
在
り
方

一
九
四
九
年
以
来
、
周
恩
来
総
理
は
〝
民
間
先
行
の
外
交
政
策
〟
を
打
ち
出
し
、
日
中

両
国
の
友
好
親
善
の
た
め
に
は
文
化
交
流
の
増
進
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
一
九
五
六
年
三
月

に
は
日
中
文
化
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
日
中
書
道
交
流
展
が
開
催
さ

れ
た
り
、
両
国
の
代
表
団
視
察
訪
問
が
行
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
一
九
五
八
年
に
は
豊
道
春

海
を
団
長
と
す
る
訪
中
団
が
中
国
各
地
を
訪
れ
、
周
恩
来
、
郭
沫
若
、
楚
図
南
等
の
厚
い

も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
一
九
六
三
年
に
は
陶
白
を
団
長
と
し
、
潘
天
寿
、
王
个
簃
、
顧

廷
龍
等
が
日
本
を
訪
れ
、
日
本
か
ら
も
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
九
八

三
年
に
は
書
家
で
あ
り
、
中
国
古
代
書
画
鑑
定
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
も
あ
る
啓
功
が
日
本
に

お
い
て
盛
大
な
書
作
展
を
開
催
し
、
大
い
な
る
成
功
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
日
中

双
方
の
個
人
や
団
体
が
訪
問
の
機
会
を
得
て
様
々
な
形
で
深
い
交
流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

◆
日
中
書
道
交
流
の
現
状
と
将
来
展
望

書
学
書
道
史
学
会
と
の
関
係
と
し
て
は
、
一
九
九
三
年
北
京
に
て
日
中
書
法
史
論
研
究

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
文
物
出
版
社
が
主
動
と
な
っ
て
、
そ
の
後
も
瀋
陽
、
マ
カ
オ
、
東

京
、
南
京
、
香
港
で
開
催
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
安
碑
林
の
石
刻
資
料
や

岳
麓
書
院
所
蔵
の
簡
牘
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
日
本
の
書
家
や
研

究
者
も
数
多
く
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
展
覧
会
の
み
な
ら
ず
、
書
道
研
究
方
面
に
お
い

て
も
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

書
道
は
両
国
共
通
の
伝
統
文
化
で
あ
り
、
重
要
な
絆
と
し
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
両
国
は
手
を
携
え
て
伝
統
を
継
承
し
、
交
流
を
深
め
、
書
道
芸

術
の
推
進
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

蘇
士
澍
（
中
国
書
法
家
協
会
主
席
）



招
待
発
表
報
告

山
本
尭
氏
「
殷
周
金
文
の
復
元
鋳
造
」
発
表
要
旨

殷
周
青
銅
器
の
鋳
造
技
術
は
未
解
明
の
部
分
が
多
く
、
な
か
で
も
金
文
の
鋳
造
法
は
古

く
よ
り
様
々
な
仮
説
が
提
出
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ま
だ
明
確
な
答
え
は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、

最
大
の
謎
の
一
つ
と
し
て
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
き
た
。
発
表
者
ら
は
芦
屋
釜
の
里
に
て
殷
周

金
文
の
復
元
鋳
造
を
試
行
し
、
鋳
造
に
成
功
す
る
と
と
も
に
、
金
文
鋳
造
法
の
有
力
な
仮

説
を
実
験
に
よ
っ
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

金
文
の
復
元
鋳
造
を
行
う
う
え

で
特
に
重
視
し
た
の
は
以
下
の
三
点

で
あ
る
。
一
つ
は
鋳
型
の
材
質
。
出
土

鋳
型
資
料
の
成
分
分
析
に
よ
っ
て
、

外
型
と
中
子
（
内
型
）
に
用
い
た
材

質
が
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
の
高
い
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。
復
元
を
行
う

う
え
で
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
漠
然
と
想
定
さ
れ
て
き
た

「
埋
け
込
み
」
の
技
術
的
必
然
性
を

解
明
す
る
鍵
と
な
る
。
二
つ
目
は
長

文
銘
の
製
作
。
銘
文
が
長
い
ほ
ど
製

作
の
難
易
度
は
上
が
る
た
め
、
長
文

銘
の
製
作
を
無
理
な
く
説
明
で
き
る

技
法
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
三
つ
目
は
文
字
の
形
態
的
特
徴
。

近
年
、
シ
リ
コ
ン
を
用
い
た
型
取
り
調

査
が
進
展
し
、
金
文
の
立
体
的
な
形

態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
形
態
的
特
徴
を
復
元
で
き
る
技
法
を
提
示
す
る
必
要
が

あ
る
。

復
元
鋳
造
の
結
果
、
筆
に
泥

水
を
つ
け
て
、
中
子
に
埋
け
込
ん

だ
プ
レ
ー
ト
上
に
塗
り
重
ね
る

と
い
う
技
法
が
、
解
明
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
で
き
る
最
も
合

理
的
な
金
文
製
作
法
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
技

法
は
、
学
史
を
振
り
返
れ
ば
清

朝
の
阮
元
が
初
め
に
提
言
し
た

も
の
で
あ
り
、
今
回
の
実
験
は
そ

の
妥
当
性
を
二
百
年
越
し
に
証

明
し
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
金
文
の
製
作
技
法

に
は
あ
る
程
度
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

存
在
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
時
間
的
変
化
を
内
包
す
る
公
算
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ま
で
漠
然
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
殷
周
金
文
の
書
体
変
遷
に
対
し
、
製
作
技
法
の
変

化
と
い
う
観
点
か
ら
合
理
的
な
説
明
を
与
え
る
可
能
性
が
開
か
れ
た
の
で
あ
り
、
漢
字
形

成
史
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
視
座
を
提
供
す
る
も
の
と
言
え
る
。

山
本
尭
（泉
屋
博
古
館
学
芸
員
）

共
同
研
究
者
：
樋
口
陽
介
（
芦
屋
釜
の
里
学
芸
員
）
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令
和
元
年
度
「
総
会
」
報
告

事
務
局

本
年
度
の
第

回
大
会
は
、
令
和
元
年

月

日
・

30

10

26

日
の
両
日
、
東
京
国
立
博
物
館
大
講
堂
に
お
い
て
開

27催
さ
れ
た
。
例
年
通
り
、
初
日
冒
頭
に
本
年
度
総
会
を

開
催
し
た
。
総
会
は
、
小
川
博
章
理
事
の
司
会
で
、
会

場
責
任
者
で
も
あ
る
富
田
淳
国
際
局
長
の
開
会
の
辞
で

は
じ
ま
っ
た
。
中
村
伸
夫
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
大

野
修
作
理
事
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
に
入
り
、
以
下

の
議
事
及
び
報
告
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
議
事
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

〈
議
事
〉

▽
平
成

年
度
決
算
・事
業
活
動
報
告
案

30

（
髙
城
弘
一
事
務
局
長
）

▽
平
成

年
度
決
算
案
監
査
報
告
（
杉
浦
妙
子
監
事
）

30

▽
令
和
元
年
度
予
算
・
事
業
活
動
案

（髙
城
弘
一
事
務
局
長
）

〈
報
告
〉

▽
編
集
局
報
告
（
菅
野
智
明
編
集
局
長
）

▽
学
術
局
報
告
（森
岡
隆
学
術
局
長
）

▽
国
際
局
報
告
（富
田
淳
国
際
局
長
）

▽
国
内
局
報
告
（
笠
嶋
忠
幸
国
内
局
長
）

▽
研
究
局
報
告
（河
内
利
治
研
究
局
長
）

▽
事
務
局
報
告
（
髙
城
弘
一
事
務
局
長
）

▽
会
報
委
員
会
報
告
（小
川
博
章
副
会
報
委
員
長
）

〈
連
絡
〉

▽
大
会
日
程
等
説
明（

富
田
淳
国
際
局
長
・会
場
責
任
者
）

▽
事
務
連
絡
（
髙
城
弘
一
事
務
局
長
）

平成30年4月1日～平成31年3月31日 平成31年4月1日～令和元年3月31日

平成30年度 会計決算報告書 令和元年度 会計予算報告書

項 目 決 算 額 項 目 予 算 額

収 個人会員会費 2,234,200 収 個人会員会費 2,500,000

団体賛助会費 500,000 団体賛助会費 500,000

入 大会参加費 144,000 入 大会参加費 200,000

大会懇親会費 265,000 大会懇親会費 300,000

の その他の収入 12,800 の その他の収入 30,000

本年度収入計 3,156,000 本年度収入計 3,530,000

部 前年度繰越金 9,235,028 部 前年度繰越金 8,623,297

収 入 合 計 12,391,028 収 入 合 計 12,153,297

編 集 局 経 費 464,724 編 集 局 経 費 700,000

「学会展望」準備費 90,000 「学会展望」準備費 100,000

国 際 局 経 費 0 国 際 局 経 費 300,000

国 内 局 経 費 0 国 内 局 経 費 300,000

支 大会運営費 200,000 支 大会運営費 1,300,000

大会準備費 100,000 大会準備費 200,000

大会懇親会費 265,000 大会懇親会費 300,000

学 術 局 経 費 34,560 学 術 局 経 費 100,000

研 究 局 経 費 600,000 研 究 局 経 費 900,000

出 会 報 編 集 委経費 0 出 会 報 編 集 委経費 200,000

ホームページ委経費 272,700 ホームページ委経費 300,000

事 務 局 経 費 事 務 局 経 費

会議費 2,550 会議費 30,000

荷造送料 0

の 遠隔地役員交通費 0 の 遠隔地役員交通費 400,000

選管費 0 選管費 100,000

名簿発行費 0 名簿発行費 300,000

通信費 24,480 通信費 30,000

事務消耗品備品費 0 事務消耗品備品費 10,000

部 事務委託費 1,621,717 部 事務委託費 1,400,000

人件費 90,000 人件費 100,000

東洋学・アジア研究連絡協議会 2,000 東洋学・アジア研究連絡協議会 2,000

予備費 5,081,297

本 年 度 支 出 計 3,767,731 本 年 度 支 出 計 12,153,297

次 年 度 繰 越 金 8,623,297 次 年 度 繰 越 金 0

合 計 12,391,028 合 計 12,153,297

（ 5 ） 会 報 No.38 / 2020. 1.27
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各
局
活
動
報
告

国

内

局

第

回
大
会
は
、
東
京
国
立
博
物
館
・
大
講
堂
に
お
い
て
、
去
る

30
月

日
、

日
の
両
日
に
わ
た
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
会
場
の

10

26

27

手
配
な
ら
び
準
備
か
ら
大
会
開
催
に
い
た
る
ま
で
、
東
京
国
立
博

物
館
の
富
田
淳
先
生
に
は
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た

事
務
局
は
じ
め
幹
事
の
皆
様
に
も
お
力
添
え
い
た
だ
き
、
無
事
、
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご

発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
各
位
と
ご
出
席
の
皆
様
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
第

回
大
会
は
、
た
だ

31

い
ま
岩
手
・
盛
岡
大
学
で
の
開
催
に
向
け
準
備
中
で
す
。
詳
細
は
理

事
会
で
の
決
定
後
に
、
改
め
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

（
国
内
局
長

笠
嶋
忠
幸
）

国

際

局

昨
年
も
中
国
大
陸
・
台
湾
・
韓
国
の
博
物
館
・
美
術
館
で
開
催
さ

れ
る
特
別
展
・
常
設
展
に
つ
い
て
、
各
施
設
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で

提
供
し
た
情
報
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。
ま
た
六
人
部
克
典
氏(

東
京

国
立
博
物
館
研
究
員)

よ
り
、
創
立

周
年
を
迎
え
た
蘇
州
博
物

60

館
の
特
別
展
「
須
静
観
止
―
清
代
蘇
州
潘
氏
的
収
蔵
」
の
併
催
企

画
と
し
て

月

日
に
開
催
さ
れ
た「
清
代
蔵
家
学
術
研
討
会
」
の

12

21

情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（国
際
局
長

富
田

淳
）

学

術

局

Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

昨
年
十
月
末
刊
行
の
学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』

号
に
つ
い

29

て
、
二
〇
二
〇
年
一
月
末
に
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
）

に
登
載
で
き
ま
す
よ
う
努
め
て
お
り
、
公
開
時
に
は
学
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
回
答
い
た
し
ま
し
た
。

東
洋
学
・
ア
ジ
ア
研
究
連
絡
協
議
会

昨
秋
の
学
会
大
会
で
お
伝
え
し
ま
し
た
と
お
り
、
右
記
協
議
会

の
二
〇
一
九
年
度
総
会
が
十
二
月
十
四
日
（
土
）
に
東
京
大
学
で

開
催
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
近
未
来
の
東
洋
学
・ア
ジ
ア
研
究
―
王

権
・
元
号
・
暦
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
学
会
名
鑑
」

標
記
名
鑑
に
つ
い
て
、
昨
秋
、
実
態
調
査
に
回
答
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
調
査
を
踏
ま
え
、
今
春
に
内
容
が
更
新
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。
そ
の
他
随
時
、
日
本
学
術
会
議
事
務
局
か
ら
の
各
種
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
回
答
し
て
い
ま
す
。

（
学
術
局
長

森
岡

隆
）

研

究

局

①
「
２
０
１
９
年
度
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
研
究
計
画
書
の
申
請

が
２
件
あ
り
ま
し
た
。

研
究
期
間
：
２
０
１
９
年
度
〜
２
０
２
０
年
度

（
２
０
１
９
年
９
月
１
日
〜
２
０
２
１
年
８
月

日
の
２
年
間
）

31

研
究
促
進
助
成
金
：
１
件
に
つ
き

万
円
（
３
件
ま
で
の
採
択
）

30

審
査
の
結
果
、
次
の
２
件
の
採
択
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
（

月

日
理
事
会
）
。

10

26

加
藤

詩
乃
：『
麒
麟
抄
』
の
伝
本
に
関
す
る
調
査
、
研
究

石

永
峰
：内
藤
湖
南
の
書
法
と
書
論
に
関
す
る
研
究

②
「
平
成

（
２
０
１
７
）
年
度
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
採
択
者
４

29

名
（
蘇
浩
・
林
司
洋
・
関
俊
史
・
剣
持
翔
伍
）
の「
終
了
報
告
書
（
含

む
領
収
書
）」
を
受
理
し
ま
し
た
。

③
「
平
成

（
２
０
１
８
）
年
度
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
採
択
者
２

30

名
（
前
川
知
里
・
井
田
明
宏
）
の「
中
間
報
告
書
」
を
受
理
し
ま
し

た
。

右
記
の
よ
う
に
、
２
０
１
７
年
度
４
件
、
２
０
１
８
年
度
２
件
、
２
０

１
９
年
度
２
件
と
、
２
０
１
７
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た「
研
究
促
進

助
成
金
制
度
」
に
よ
る
研
究
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
の
募
集
要
項
（
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
）
は
、
４
月
初
旬
に
学

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
予
定
で
す
。
内
容
は
基
本

的
に
同
じ
で
す
の
で
、
今
か
ら
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

（
研
究
局
長

河
内
利
治
）

編

集

局

『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
二
十
九
号
に
は
、
七
編
の
論
文
投
稿
が

あ
り
、
査
読
の
結
果
、
六
編
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
査
読
に
当
た
ら

れ
た
各
位
に
は
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本

号
の
学
界
展
望
は
、
髙
橋
利
郎
副
編
集
局
長
が
ご
執
筆
く
だ
さ

り
、
書
評
は
、
尾
川
明
穂
幹
事
に
ご
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
次
号
は
、
各
位
の
投
稿
論
文
の
他
、
今

般
の
第
三
十
回
大
会
の
記
念
企
画
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
を
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

（編
集
局
長

菅
野
智
明
）

事

務

局

［
平
成

年
度
事
業
・
活
動
報
告
］

30

５
月

日

第

号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

15

35

６
月

日

第

回
大
会
発
表
申
込
締
切

28

29

７
月
１
日

第

期
第
１
回
常
任
理
事
会

15
（於

大
東
文
化
大
学
書
道
学
科
研
究
ス
ペ
ー
ス
）

月
１
日
《
大
会
最
終
案
内
》《
大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
》
発
行
及
び
発
送

10
月

日

平
成

年
度
決
算
会
計
監
査

10

20

29

月

日

第

回
定
例
理
事
会

10

27

63（於

岐
阜
女
子
大
学
文
化
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
）

第

回
大
会
１
日
目

（
同
右
）

29

月

日

第

回
大
会
２
日
目

（
同
右
）

10

28

29
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月
１
日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

11

28

月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
請
申
込
締
切

12

31

29

１
月

日

第

号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

15

36

３
月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

31

29

［令
和
元
年
度

事
業
・
活
動
計
画
］

５
月

日

第

号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

20

37

６
月

日

第

回
大
会
発
表
申
込
締
切

27

30

６
月

日

第

期
第
２
回
常
任
理
事
会
（
於

大
東
文
化
会
館
）

30

15

月
５
日
《
大
会
最
終
案
内
》《
大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
》
発
行
及
び
発
送

10
月

日

平
成

年
度
決
算
会
計
監
査

10

23

30

月

日

第

回
定
例
理
事
会
（
於

東
京
国
立
博
物
館
）

10

26

64
第

回
大
会
１
日
目

（
同
右
）

30

月

日
第

回
大
会
２
日
目

（
同
右
）

10

27

30

月
１
日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

11

29

月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
請
申
込
締
切

12

31

30

１
月

日

第

号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

15

38

２
月
１
日

会
員
名
簿
発
行
及
び
発
送

２
月

日

第

期
役
員
選
挙
投
票
締
切

21

16

２
月

日

第

期
役
員
選
挙
開
票

23

16

３
月
中
旬

選
挙
選
出
理
事
に
よ
る
緊
急
会
議

３
月
中
旬

第

回
臨
時
理
事
会

65

３
月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

31

30

［
第

期
役
員
選
出
選
挙
に
つ
い
て
］

16
本
学
会
の
現
第

期
役
員
会
（
理
事
・
監
事
）
は
、
令
和
２
年
３

15

月

日
を
も
っ
て
任
期
（２
年
）
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
第

31期
役
員
選
出
の
た
め
に
選
挙
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

16は
、
同
封
別
紙
（「
役
員
改
選
選
挙
の
告
示
と
投
票
」
に
つ
い
て
）
に

記
載
の
と
お
り
で
す
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
学
会
創

設
以
来
、
守
り
続
け
て
い
る
民
主
的
運
営
の
美
風
を
堅
持
す
る
た

め
に
も
、
す
べ
て
の
会
員
に
よ
る
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
第

期
役
員
会
発
足

15

時
、
す
で
に
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
、
以
下
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に

よ
っ
て
構
成
、
お
よ
び
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

〈
選
挙
管
理
委
員
会
〉

委
員
長

杉
浦
妙
子

委
員

小
川
博
章
、
髙
城
弘
一
、
永
由
徳
夫

（以
上
、
理
事
・監
事
枠
よ
り
４
名
）

委
員

亀
澤
孝
幸
、
野
中
直
之
（
以
上
、
会
員
枠
よ
り
２
名
）

［
「
会
員
名
簿
」
に
つ
い
て
］

第

期
役
員
選
出
選
挙
に
あ
た
り
、「
会
員
名
簿
」
を
同
封
し
ま

16

す
。
本
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
方
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、
満

歳
未
満
の
会
員
で
す(

「
選
挙
管
理
規
程
」
第
３
条
に
よ
る)

。
た
だ

68し
、
当
選
後
の
資
格
審
査
の
関
係
上
、
平
成

年
度
よ
り
会
費
滞

29

納
（
住
所
不
明
含
む
）
の
方
は
、
上
記
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
本
名
簿
に
は
登
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
正
式
な「
会
員
名
簿
」
の
発
行
は
、
個
人
情
報
保
護
を
十

分
配
慮
し
た
上
、
令
和
２
年
度
に
発
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
な
に
と
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［
令
和
２
年
度
・
第

回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
会
場
（
予
定
）

31

の
お
知
ら
せ
］

毎
年
、
書
学
書
道
史
学
会
大
会
は
、
東
日
本
（
関
東
）
と
西
日
本

（
関
東
以
外
）
と
、
会
場
を
交
互
に
移
し
て
、
実
施
し
て
き
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
度
は
、
東
京
国
立
博
物
館
大
講
堂
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
は
、
西
日
本
（
関
東
以
外
）
に
お
い
て
開

催
し
ま
す
。
総
会
で
も
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、
盛
岡
大
学
を
会
場

校
と
し
て
、

月

日
、

月
１
日
を
開
催
日
と
し
て
予
定
し
て
い

10

31

11

ま
す
。
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

［
学
生
会
員
か
ら
一
般
会
員
へ
の
手
続
に
つ
い
て
］

本
学
会
で
は
、
学
生
会
員
の「
有
期
会
員
制
」
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
学
生
会
員
（
学
生
会
費
適
用
の
方
）
が
大
学
院

を
修
了
、
も
し
く
は
満
期
退
学
・
自
主
退
学
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
学
籍
を
失
っ
た
（
学
割
証
の
発
給
対
象
で
な
く
な
っ
た
）
時
点
で
、

学
生
会
員
資
格
を
、
一
旦
終
了
と
す
る
も
の
で
す
。
該
当
の
方
が

引
き
続
き
本
学
会
会
員
に
留
ま
ろ
う
と
す
る
場
合
、
以
下
の
会
員

変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
会
員
変
更
手
続
き
の
用
紙

が
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

右
の「
入
会
申
込
書
」
を
選
択
し
、「
会
員
変
更
申
込
書
」
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
学
会
事
務
局
へ
送
付
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
当
該
会
員
手
続
き
は
、
届
け
出
制
度
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
理
事
会
で
の
資
格
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
書

類
提
出
の
み
で
学
生
会
員
資
格
の
終
了
時
点
か
ら
自
動
的
に
一
般

会
員
資
格
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
今
春
に
学
生
会
員
資
格
を
失
う

方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
送
付
先
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

〈
事
務
局
の
連
絡
先
〉

書
学
書
道
史
学
会
事
務
局

〒
１
０
０-

０
０
０
３

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
１-

１-

１

パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
９
Ｆ

（株
）毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３
‐
６
２
６
７
‐
４
５
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
‐
６
２
６
７
‐
４
５
５
５

Ｅ-

メ
ー
ル

m
af-syo

gaku
@
m
yn
avi.jp

※
書
学
書
道
史
学
会
事
務
局
担
当

毛
塚

（
事
務
局
長

髙
城
弘
一
）

新
入
会
員
紹
介

事
務
局

〈
学
生
会
員
〉

長
谷
川
翔
一

大
東
文
化
大
学
・大
学
院

仲
村
康
太
郎

京
都
大
学
・大
学
院

※
令
和
元
年
５
月
～
第

回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
に
申
請
さ
れ
た
方

30
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令
和
元
年
度

科
研
費
本
会
関
係
者
採
択
一
覧

事
務
局

本
会
員
の
採
択
課
題
に
限
っ
た
が
、
会
員
が
分
担

研
究
者
で
、
代
表
者
が
非
会
員
で
あ
る
場
合
に
は
、

※
を
付
し
て
代
表
者
を
末
尾
に
付
記
し
た
。
複
数
の

会
員
が
関
わ
る
同
課
題
に
関
し
て
は
、
当
該
課
題
の

も
と
に
代
表
者
と
分
担
研
究
者
と
を
併
記
し
た
。

な
お
、
所
属
の
後
の
数
字
は
、
令
和
元
年
度
の
み
の

補
助
金
の
配
分
額
。

基
盤
研
究
（
Ｓ
）
継
続
（
平
成

～
）
シ
ナ
＝
チ
ベ
ッ
ト
諸
語

30

の
歴
史
的
展
開
と
言
語
類
型
地
理
論

大
西
克
也
（
東

京
大
学
）
※
代
表
：
池
田
巧
（
京
都
大
学
）30

,5
5
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ａ
）
（
平
成

～
）
日
本
に
お
け
る「
生
き
物

28

供
養
」「
何
で
も
供
養
」
の
連
環
的
研
究
基
盤
の
構
築

永
由
徳
夫
（
群
馬
大
学
）
※
代
表
：
相
田
満
（
国
文
学
研

究
資
料
館
）8,3

2
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
平
成

～
）
古
道
・
関
塞
遺
址
調

29

査
に
基
づ
く
前
近
代
中
国
主
要
交
通
路
の
研
究

福
原

啓
郎
（
京
都
外
国
語
大
学
）
※
代
表
：
辻
正
博
（
京
都
外

国
語
大
学
）10

,1
40

千
円

基
盤
研
究
（
Ａ
）
新
規

唐
絵
の
中
の
朝
鮮
絵
画
―
半
島

由
来
絵
画
の
越
境
移
動
と
受
容
史
に
か
ん
す
る
包
括
的

研
究
―

板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
井
手
誠
之

輔
（
九
州
大
学
）9,8

8
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
東
ア
ジ
ア
美
術
に
お

28

け
る
仏
伝
の
表
象

板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：

稲
本
泰
生
（
京
都
大
学
）3,9

00

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
（
平
成

～
）
運
動
の「
ぎ
こ
ち
な
さ
」
を

28

要
因
と
す
る
書
字
困
難
児
に
対
す
る
早
期
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発

齋
木
久
美
（
茨
城
大
学
）
※
研
究
代
表
者

：
勝
二
博
亮
（
茨
城
大
学
）3,2

5
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
美
術
鑑
賞
学
習
の
ル

29

ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
と
授
業
モ
デ
ル
の
普
及
に
関
す
る
実
践

的
研
究

萱
の
り
子
（
東
京
学
芸
大
学
）
※
代
表
：
新
関

伸
也
（
滋
賀
大
学
）6,89

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お

29

け
る「
書
壇
」
形
成
の
地
域
比
較
研
究

菅
野
智
明
（
筑

波
大
学
）
※
分
担
者
：
金
貴
粉
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
）

下
田
章
平
（
相
模
女
子
大
学
）
高
橋
利
郎
（
大
東
文
化
大

学
）
高
橋
佑
太
（
二
松
學
舍
大
学
）
矢
野
千
載
（
盛
岡
大

学
）3,5

1
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
中
世
宝
物
の
贈
与
・

30

寄
進
に
関
す
る
比
較
美
術
史
学
的
研
究

板
倉
聖
哲

（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
秋
山
聡
（
東
京
大
学
）5,72

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
中
国
語
に
お
け
る
文

30

法
的
意
味
の
史
的
変
遷
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
の
総
合
的

研
究

大
西
克
也
（
東
京
大
学
）3,5

1
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規

敦
煌
書
儀
・
六
朝
尺
牘
文
献
の

古
代
日
本
へ
の
受
容
実
態
の
展
開

小
林
比
出
代
（
信
州

大
学
）
※
代
表
：
西
一
夫
（
信
州
大
学
）3,5
1
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規

道
教
の
洞
天
思
想
に
お
け
る
聖

地
と
巡
礼
の
調
査
研
究
お
よ
び
そ
の
東
ア
ジ
ア
思
想
文
化

史
へ
の
影
響

土
屋
昌
明
（
専
修
大
学
）6,7

6
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規

戦
国
秦
漢
簡
牘
の
総
合
的
研
究

─
安
大
簡
・
清
華
簡
・
上
博
簡
・
北
大
簡
を
中
心
と
し
て

─

福
田
哲
之
（
島
根
大
学
）
※
代
表
：
湯
浅
邦
弘
（
大

阪
大
学
）3,2
5
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
本

27

の
集
成
と
研
究

山
本
ま
り
子
（お
茶
の
水
女
子
大
学
）

39
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
日
中
韓
に
お
け
る
書

28

教
育
に
関
わ
る
教
員
養
成
モ
デ
ル
の
構
築
─
現
状
の
比
較

・
分
析
を
通
し
て
─

加
藤
泰
弘
（
東
京
学
芸
大
学
）65

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
（
平
成

～
）
北
朝
隋
唐
碑
に
お
け
る
鐫

29

刻
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

澤
田
雅
弘
（
大
東
文

化
大
学
）780

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
中
・
近
世
書
論
を
基

29

盤
と
す
る「
日
本
書
論
史
」
の
構
築

永
由
徳
夫
（
群
馬

大
学
）1,0

4
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）『
蒼
頡
篇
』
を
中
心
と

29

し
た
秦
漢
簡
牘
文
字
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

福
田
哲

之
（
島
根
大
学
）65

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
（
平
成

～
）
清
朝
皇
帝
に
よ
る「
書
文

29

化
政
策
」
の
実
態
と
清
代
書
文
化
の
変
容

増
田
知
之

（
安
田
女
子
大
学
）1,30

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
古
代
エ
ジ
プ
ト
聖
刻

30

文
字
碑
文
の
言
語
記
述
とIIIF

画
像
を
利
用
し
た
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム
の
開
発

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：

永
井
正
勝
（
東
京
大
学
）1,8

20

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
（
平
成

～
）
日
本
の
篆
刻
に
関
す
る
実

30

証
的
研
究
─
歴
史
・
技
法
・
鑑
賞
の
研
究
か
ら
科
学
的
解

明
を
目
指
し
て

神
野
雄
二
（
熊
本
大
学
）1,0

4
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
（
平
成

～
）
世
界
標
準
のL

ite
racy

育

30

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
た
め
の
基
礎
研
究
―
時
間
・
身
体
・

過
程
─

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）
※
代
表
：
千
々
岩
弘

一
（
鹿
児
島
国
際
大
学
）1,8

2
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

「
言
語
力
」
及
び「
表
現
力
」
を
育

成
す
る
書
字
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発

青
山
浩
之

（
横
浜
国
立
大
学
）910

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

対
話
を
促
す
言
語
文
化
教
材
の

開
発
―
日
本
語
の
平
仮
名
の
場
合
―

萱
の
り
子
（
東
京

学
芸
大
学
）
※
代
表
：
藤
本
朋
美
（
南
九
州
大
学
）52

0

千

円基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

近
世
中
国
の
刑
罰
制
度
に
関
す

る
総
合
的
研
究
―
軍
制
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
―

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
徳
永
洋
介
（
富
山
大
学
）

1
,5
6
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

関
西
中
国
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
形
成
の
研
究
─
未
公
刊
資
料
の
分
析
を
中
心
と
し
て

─

下
田
章
平
（
相
模
女
子
大
学
）91

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

対
机
時
に
お
け
る
姿
勢
・
執
筆

法
と
学
習
状
況
と
の
関
連
に
関
す
る
基
礎
研
究

鈴
木

慶
子
（
長
崎
大
学
）
※
代
表
：
小
野
瀬
雅
人
（
聖
徳
大
学
）

2
,21

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

対
話
を
促
す
言
語
文
化
教
材
の

開
発
─
日
本
語
の
ひ
ら
が
な
の
場
合

鈴
木
慶
子
（
長
崎

大
学
）
※
代
表
：
藤
本
朋
美
（
南
九
州
大
学
）52

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

『
三
国
英
雄
志
伝
』
諸
本
の
研
究

中
川
諭
（
立
正
大
学
）1,0

4
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

水
運
を
利
用
し
た
南
北
朝
か
ら

隋
朝
へ
の
石
刻
書
法
の
伝
播
―
篆
書
の
墓
誌
蓋
に
注
目
し

て
―

東
賢
司
（愛
媛
大
学
）1,69

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

水
書
用
筆
を
活
用
し
たI

ＣT

教

材
及
び
授
業
開
発
と
水
書
用
筆
を
組
み
入
れ
た
書
写
指

導
の
理
論
構
築

樋
口
咲
子
（
千
葉
大
学
）2,7

3
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

日
本
の
楷
書
筆
順
に
お
け
る
行

書
系
筆
順
の
定
着
過
程
に
関
す
る
研
究

松
本
仁
志

（
広
島
大
学
）91

0

千
円

若
手
研
究

継
続
（
平
成

～
）
書
論
か
ら
み
た
清
代
書

30

法
教
育
の
基
礎
的
研
究

髙
橋
佑
太
（
二
松
學
舍
大
学
）

1
,04

0

千
円

若
手
研
究

新
規

IIIF

とT
E
I

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
翻

刻
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発

中
村
覚
（
東
京
大
学
）1,3

0
0

千
円

若
手
研
究

新
規

書
に
関
す
る
説
話
資
料
の
総
合
的

研
究

成
田
健
太
郎
（
埼
玉
大
学
）65

0

千
円

若
手
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
日
中
比
較
に
よ
る
中

29

国
写
字
書
法
教
育
史
の
基
礎
的
研
究
―
中
華
人
民
共
和

国
建
国
を
起
点
と
し
て
―

草
津
祐
介
（
都
留
文
科
大

学
）52

0

千
円

編

集

後

記

◆
今
号
『
会
報
』
は
、
次
期
役
員
選
挙
関
連
の
お

知
ら
せ
と
合
わ
せ
て
発
送
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
学
会

周
年
記
念
大
会
の
概
要
を
中
心
に
、

30

令
和
の
幕
開
け
を
お
届
け
す
る
内
容
で
す
。

昨
今
、
電
子
媒
体
で
の
情
報
共
有
が
主
流
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
紙
媒
体
に
よ
る『
会

報
』
の
発
刊
は
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。
本
紙
の

充
実
に
向
け
て
、
引
き
続
き
会
員
の
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
萱
の
り
子
）


